
1

　　　　　　 Ｒｅａｌ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＦＡ／ＬＡＲｅａｌ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＦＡ／ＬＡＲｅａｌ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＦＡ／ＬＡＲｅａｌ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＦＡ／ＬＡ

                               １２ＢＩＴ４チャンネルＡＤ変換、
　　　　　　　　　　　　    ＆ １２ＢＩＴ１チャンネルＤＡ変換、
　　　　                    ＆   ２ＢＩＴデジタル入出力ボード

　　　 　　  ＭＦＵ－５８ｘＰＣＩ

                          フル機能機 ＭＦＵ－５８３ＰＣＩＭＦＵ－５８３ＰＣＩＭＦＵ－５８３ＰＣＩＭＦＵ－５８３ＰＣＩ
                          ＤＡなし機 ＭＦＵ－５８１ＰＣＩＭＦＵ－５８１ＰＣＩＭＦＵ－５８１ＰＣＩＭＦＵ－５８１ＰＣＩ

　　　　　　　　　取扱い説明書取扱い説明書取扱い説明書取扱い説明書

                      　　　　  　　  対応パソコン

                        ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機
                      　　　      （ＰＣＩＰＣＩＰＣＩＰＣＩ－ｂｕｓ）

              　マイクロサイエンスマイクロサイエンスマイクロサイエンスマイクロサイエンス（株）（株）（株）（株）
　　　　　　　　　  〒167-0042 東京都杉並区西荻北２丁目３７番１２号
　　　　　　　　　　　　   TEL ０３（３３９６）８３６２ 代表
　　　　　　　　　　　　   FAX ０３（３３０１）５５９３
                         Email： welcome＠microscience.co.jp

                          　Jun 11, 2004（第４版）



2

　　　　目　次                              使用・適用上の注意　-----------------  3
　　　　　　　　　　　　　　　　　       本製品の構成・価格表　---------------  4
　　     第１章．導入・試運転

　1-1. 本製品の仕様・概要　--------------------------------------------  5
　1-2. ボード上の設定　------------------------------------------------  7
　1-3. 入出力コネクタ・ピン接続　--------------------------------------  8
　1-4. ボードのインストール　-------------------／ＰｎＰ／-------------  9
　1-5. 試運転・動作確認  ---------------------------------------------- 15

     　　第２章．信号入出力

　2-1. アナログ（ＡＤ）入力回路　-------------------------------------- 17
2-2. アナログ（ＤＡ）出力回路　-------------------------------------- 18
　2-3. アナログ入出力範囲　-------------------------------------------- 19
　2-4. デジタル入出力回路　-------------------------------------------- 22

      　　第３章．制御・操作

　3- 1. 制御・操作の手順  --------------------------------------------- 23
　3- 2. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ ---------------------------- 24
　3- 3. ボード制御部リセット（初期化）--------------------------------- 25
　3- 4．割り込み制御（許可・禁止、クリア） ---------------------------- 26
　3- 5．アナログ入出力範囲の設定  ------------------------------------- 27
　3- 6．アナログ出力（ＤＡ）更新操作  --------------------------------- 28
　3- 7．アナログ入力選択＆ＡＤスタート操作 ---------------------------- 29
　3- 8．ボード・ステータスの読み込み  --------------------------------- 30
　3- 9．ＡＤデータの読み込み  ----------------------------------------- 31
　3-10．汎用２ＢＩＴデジタル入出力  ----------------------------------- 32

　　      第４章．ソフトウエア

　4- 1. ソフトウエアのインストール　----------------------------------- 33
  4- 2．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて  ------------------------------- 35
  4- 3. ボードアクセス関連ライブラリ  --------------------------------- 36
  4- 4．割り込みについて  --------------------------------------------- 39
　4- 5．Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃサンプル　------------------------------- 41
　4- 6. Ｃのサンプル  ------------------------------------------------- 42
　4- 7．Ｖｉｓｕａｌ－Ｂａｓｉｃサンプル　----------------------------- 43

　　      第５章．保守・その他

5- 1. 故障・トラブル等の原因と対処　--------------------------------- 47
　5- 2．修理のときは　------------------------------------------------- 49
5- 3. アナログ入出力範囲の再調整　----------------------------------- 50
  5- 4．１６ビット精度オプション  ------------------------------------- 52
5- 5. 付録（ＷＩＮＤＯＷＳ２０００について）------------------------- 58

          （追加）第６章．ＷＩＮＤＯＷＳハンドラ  ----------------------------- 59
           付録． Ｑ＆Ａフォーム（質問／トラブル・故障に対する相談用） -------- 72



3

本製品の使用・適用についての注意

　【１】　本製品はＩＢＭＰＣ／ＡＴ互換機のＰＣＩバス拡張Ｉ／Ｏスロット、またはＰＣＩバス
　　　　拡張Ｉ／Ｏボックスに装着して使用するものです。

　【２】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【３】　本製品付属のソフトウエアは本製品利用の方法を示す例、またオプションの関連ソフト
　　　　ウエアは本製品利用の一般的便宜をはかるものであり、現在未発見のバグ存在の可能性も
　　　　含めて、運用結果についての責任は一切負えません。
　　　　　これらのソフトウエアには自身が組み込まれたシステムに故障・誤動作・事故等が生じ
　　　　た場合に起こり得る身体・生命・財産等に対する損害の回避機能はありません。　御利用
　　　　の場合は同システムの設計・制作で配慮・付加・反映させてください。

　【４】　本製品（付属ソフトウエア含む）、およびオプションの関連ソフトウエアは医用・航空
　　　　機器用・その他、高信頼性・高安全性を必要とするシステムに使用しないでください。

　【５】　本製品付属のソフトウエアについて当社は著作権を保持しますが、第３者の権利を侵害
　　　　しない限りにおいて、購入者は自身が制作するシステム等に自由に組み込み、販売するこ
　　　　ともできます。　但し、当社製ソフトウエアのソースコードを含むソフトウエアを第３者
　　　　に販売・移転するときは当社の文書による事前許可を必要とします。

　【６】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。

故障・修理・サポート方法について

　【１】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【２】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【３】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む／着払い不可。）

　【４】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。
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本製品の構成

　　本製品は　◆ＭＦＵ－５８ｘＰＣＩボード、
　　　　　　　◆入出力プラグ（アナログ、デジタル、各１個）
　　　　　　　◆ソフトウエア、取扱説明書ＰＤＦファイルを格納したＣＤＲＯＭ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から成ります。
　　　　　　　◇オプション：印刷された取扱説明書（本書）、回路図。
　　　　　　　　　　　　　　取扱説明書ＰＤＦファイルは当社ＷＥＢからも入手できるほか、
　　　　　　　　　　　　　　上記のＣＤＲＯＭは何時でも御請求により無償配布しています。

　　当ＣＤＲＯＭには、
　動作確認プログラム、学習用サンプルプログラム（ＶＢ，ＱＢ，Ｃ）、およびＷＩＮＤＯＷＳ
９８・ＭＥ／ＮＴ／２０００／ＸＰ用のハンドラ（ドライバ／関数ライブラリドライバ／関数ライブラリドライバ／関数ライブラリドライバ／関数ライブラリ）と各種言語の
サンプルプログラム（ＶＢ，Ｃ，Ｃ++，Ｄｅｌｐｈｉ等）、取扱説明書ＰＤＦファイルが格納

　されています。

   型式指定：  ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ（□）

                                               　　Ｉ：ＤＡは電流出力を指定
                                                 　Ｖ：ＤＡは電圧出力を指定

　 価格表   （消費税は含まれていません。）　　　　　　　　　　　　／２００３年 ５月／

　　　　　製品名 　　価 格 　　　　　　　　　　　　　製品の概要
 ＭＦＵ-５８１ＰＣＩ  ３６,０００  ４チャンネル/１２ビットＡＤ＋ＤＩＯボード
 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ（Ｖ）  ５４,０００  ４チャンネル/１２ビットＡＤ＋ＤＡ（電圧出力）＋ＤＩＯボード
 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ（Ｉ）  ６２,０００  ４チャンネル/１２ビットＡＤ＋ＤＡ（電流出力）＋ＤＩＯボード
  （オプション）
 ＭＦＵ-５８ｘ取説セット    ２,０００  印刷された取扱説明書＋回路図
 ＤＳ１５Ｓ-１５０    ６,５００  アナログ用１.５ｍケーブル（片方：プラグ／他方：バラ）
 ＡＩＵ-３０４ＢＲＤ  ２６,０００  外付４ｃｈ絶縁センサアンプ（５Ｂシリーズ）用バックプレーン
 ＤＳ３７１５Ｅ-１００    ８,５００  対ＡＩＵ-３０４ ・ＵＮＡ-４１６接続１ｍシールドケーブル

                   【注１】ＤＡは１チャンネル、（電流出力）は４～２０ｍＡ
                   【注２】ＤＩＯは２ＢＩＴ入力＆２ＢＩＴ出力

 《 取説セット 》  印刷された取扱説明書＋回路図は有償です。（￥２０００）
                 が、同一内容の取説ＰＤＦファイルと添付ソフトを格納したＣＤＲＯＭは無償配布しており、また
 　　　　　　　　　取説ＰＤＦファイルは当社ホームページから無償ダウンロードすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜www.microscience.co.jp＞
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                     1-1. 本機の仕様・概要

第１章．導入・試運転

1-1. 本機の仕様・概要

  ４チャンネルの１２ビットＡＤ、１チャンネルの１２ビットＤＡ、および２ビットのデジタル
入出力機能を組み合わせたマルチファンクション機です。  高精度部品の使用により、アナログ
入力範囲・出力範囲はソフト切替えでも実用充分な精度を得ています。  アナログ系とデジタル
  系それぞれに専用コネクタを使用、また各チャンネル・ＢＩＴごとにリターン（ＧＮＤ）端子を
  用意するなど、低価格でもプロ仕様の基本は備えています。

  ■ＡＤ部
           ◇１２ＢＩＴ／４チャンネル（シングルエンド入力＝普通の２線式信号）
           ◇入力電圧範囲（ソフト切替え）±１０／±５／０～＋１０／０～＋５ｖ

           ◇電流入力：各チャンネルごとの終端抵抗（出荷時：１０ＭΩ）の交換により可能。

           ◇ＡＤ変換速度：２４μｓ（チャンネル切り替え、サンプルホールド時間を含む）

  ■ＤＡ部
           ◇出力電圧範囲（ソフト切替え）±１０／±５／０～＋１０／０～＋５ｖ

◇ オプション：４～２０ｍＡ電流出力（電圧電流変換モジュールを追加実装）
◇ ＤＡ変換速度   ：２.５μｓ

           ◇電圧セトリング ：１５μｓ（０.０５％ＦＳ／負荷１００ｐＦで１０ｖ変化のとき）
           ◇電流セトリング ：２５μｓ（０.０５％ＦＳ／負荷５００Ωのとき）
           ◇電圧出力の負荷駆動能力：１０００ｐＦ以下、５ＫΩ以上（負荷電流２ｍＡ以下）

  ■ＤＩＯ部
           ◇ＴＴＬレベル２ＢＩＴ（現在値）入力／同２ＢＩＴ（ラッチ）出力
           ◇出力素子交換（ソケット実装）により論理変更可能。／出荷時：ＴＴＬ正論理。

                                 図１－１．ＭＦＵ－５８３ＰＣＩ 機能ブロック

             ＣＮ１
　　  
                                                                                                      ５ｖ電源
 ４チャンネル              マルチ　　              １２ＢＩＴ 　　　　　　　　　　　　　   
 アナログ入力              プレクサ　　　          高速ＡＤ 　    　　 　　　　　　　 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　   　　　
　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　      （ＳＨ含む）　           　　  　　　　 対
             　　　　   （オプション）           　　    　　　　　　 　　　　　　　　   Ｐ          データ
　　　　     　　　　                           　　    　　　　　　 　　　　　　　　　  Ｃ
 １チャンネル 　　  電流  電圧／電流　　          １２ＢＩＴ　　　　　 　      　　      Ｉ    
 アナログ出力　　　　　   変換回路　　　            高速ＤＡ　　　        　　　　　　   バ
　　　　　　       　　 　　　　　　　　　　　　　                        　　　　　     ス　      ステータス
　　　　　　　　　  電圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　 入
            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　  出
             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  力         条件設定
 割り込み入力　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　                     制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   御
 ２ビット入力          
　（現在値）   　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　割り込み
 ２ビット出力      
　（ラッチ）      
             ＣＮ２
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1-1. 本機の仕様・概要                                                                  《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》

本機の仕様一覧

アナログ（ＡＤ）入力部
　　　　 項 目
 分解能・入力数・信号 　　　　　　　　　　４チャンネル・シングルエンド（普通の２線式）

　　　入力範囲

　 （ソフト選択）

　　　　　　　　　±１０ｖ／±５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ
 ◆  本機の入力範囲設定回路は高精度部品の使用により、出荷時設定（±１０ｖ）から変更
 しても通常の用途では再調整不要の誤差範囲に収まります。《下記、正確度参照》

 ◆  電流入力：各チャンネルごとの終端抵抗（標準出荷時：１０ＭΩ）を交換で対応可能。

 クロストーク　ｔｙｐ     ６５ｄＢ（各チャンネル間）
 入力インピーダンス     各チャンネルごとに１０ＭΩの終端抵抗を標準実装。（外せば１００ ＭΩ以上）
 ＡＤ変換速度     ２４μｓ（チャンネル切り替え・サンプルホールド時間を含む）
 ＡＤデータ・コード     ストレートバイナリ（ユニポーラ入力）、またはオフセットバイナリ（バイポーラ入力）
 非直線性　　　ｍａｘ   ±０.０１  ％ＦＳ（±０.５ＬＳＢ）
 正確度（１）  ｍａｘ   ±０.０９０％ＦＳ（常温で製造時Ａモード±１０ｖ範囲）／内部雑音を含まず。
 正確度（２）  ｍａｘ   ±０.１１０％ＦＳ（常温で製造時Ａモード±１０ｖ範囲以外）／内部雑音を含まず。
 内部雑音　　　ｔｙｐ   ±１ＬＳＢ（当社製造・調整システムの場合）
 温度ドリフト　ｔｙｐ   ±２５ｐｐｍ／℃

アナログ（ＤＡ）出力部
　　　　 項 目
 分解能・出力数・信号 　　　　　　　　　　１チャンネル・シングルエンド（普通の２線式）、

　  出力電圧範囲

　 （ソフト選択）

　　　　　　　　　±１０ｖ／±５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ

 ◆  本機の出力範囲設定回路は高精度部品の使用により、出荷時設定（０～＋１０ｖ）から
 変更しても通常の用途では再調整不要の誤差範囲に収まります。《下記、正確度参照》

 ◆  ４～２０ｍＡ電流出力オプション：サブモジュールの追加実装（指定は価格表参照）

 ＤＡ変換速度     ２.４μｓ
 電圧セトリング時間     １５μｓ（ ０.１％ＦＳ／負荷容量１００ｐＦで１０ｖスイングのとき）
 電流セトリング時間     ２５μｓ（ ０.１％ＦＳ／負荷抵抗５００Ωのとき）
 負荷駆動能力（電圧出力）     容量１０００ｐＦ以下、抵抗５ＫΩ以上（２ｍＡ以下）
 ＤＡデータ・コード     ストレートバイナリ（ユニポーラ入力）、またはオフセットバイナリ（バイポーラ入力）
 非直線性　　　ｍａｘ   ±０.０１  ％ＦＳ（±０.５ＬＳＢ）
 正確度（１）   ｍａｘ   ±０.０７２％ＦＳ（常温で製造時Ａモード０～＋１０ｖ範囲）／内部雑音を含まず。
 正確度（２）   ｍａｘ   ±０.０９２％ＦＳ（常温で製造時Ａモード０～＋１０ｖ範囲以外）／内部雑音を含まず。
 温度ドリフト　ｔｙｐ   ±２５ｐｐｍ／℃
 グリッチ・インパルス     ３０ｎｖｓ（±１０ｖ出力のとき）

デジタル入出力・制御部・その他

      項 目
汎用デジタル入出力 ２ビット（ＴＴＬ現在値）入力、２ビット（ＴＴＬラッチ）出力／シイッチ設定で論理反転可能。
割り込み 外部ＴＴＬ入力（有効エッジ、および許可・禁止はソフト指定）／要リソース取得。
Ｉ／Ｏアドレス 組み込み対象システムのプラグアンドプレイ機能により（連続した）８アドレス占有。
基板寸法 ＰＣＩショートサイズ（１７４.３ｍｍ）×（９８.４ｍｍ）／突出部・カードエッジ部を含まず。
動作環境 周囲温度：０～＋４０℃（結露しないこと）、保存温度：－１０～＋８０℃（結露しないこと）
付属品 入出力プラグ（アナログ・デジタル各１個）
電源消費（＋５ｖ） １.１Ａ
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                       1-2. ボード上の設定

1-2. ボード上の設定

       本ボード上の設定はデジタル出力の論理選択スイッチ（ＳＷＰ）だけです。

                              図１－２Ａ．ボード上の部品配置

                          Ｒ０                    ＴＭＡ２
                          Ｒ１
                          Ｒ２                                          ＴＭＡ０
                          Ｒ３
                                                                        ＴＭＡ１
   ア
   ナ
   ロ        Ｃ        ＴＭＩ１
   グ        Ｎ        ＴＭＩ０
   入        １                                                       ＴＭＤ０
   出                      電圧電流変換
   力                      モジュール              ＴＭＤ２          ＴＭＤ１
                           実装エリア
                         （オプション）

                        Ｒ
   デ                   ６１
   ジ            Ｒ                Ｎ
   タ        Ｃ  ６０
   ル        Ｎ              Ｕ       ＳＷＰ
   入        ２    ＦＳ１   １１
   出                               Ｐ
   力

◇ Ｒ０～Ｒ３  ：アナログ入力終端抵抗【出荷時：各１０ＭΩ】／２－１項

◇ Ｕ１１      ：汎用２ＢＩＴ出力素子【出荷時：７４ＬＳ０４】／２－４項
◇ Ｒ60，Ｒ61 ：汎用２ＢＩＴ出力プルアップ抵抗実装位置【出荷時：未実装】／２-４項
◇ ＦＳ１      ：＋５ｖ電源出力保護ヒューズ（ＦＲＰＵ－０.５Ａ：浜井電球製）／回路図
◇ ＣＮ１      ： アナログ入出力コネクタ（１５ピンＤ－ＳＵＢ）／１－４項
◇ＣＮ２      ： デジタル入出力コネクタ（１５ピンＤ－ＳＵＢ）／１－４項

◇ＴＭＡ０： ＡＤオフセット調整トリマ。
◇ＴＭＡ１： ＡＤゲイン調整トリマ。
◇ＴＭＡ２： 入力バッファアンプ・オフセット微調整。
◇ＴＭＤ０： ＤＡ（電圧出力）オフセット調整トリマ。           ５-３項。
◇ＴＭＤ１： ＤＡ（電圧出力）ゲイン調整トリマ。
◇ＴＭＤ２： 出力バッファアンプ・オフセット微調整。
◇ＴＭＩ０： ＤＡ（電流出力）オフセット調整トリマ。
◇ＴＭＩ１： ＤＡ（電流出力）ゲイン調整トリマ。

◇ＳＷＰ： 汎用デジタル出力論理選択スイッチ【出荷時：Ｐ（正論理）】／２-４項、３-１０項
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1-３. 入出力コネクタ・ピン接続                                                           《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

1-3. 入出力コネクタ・ピン接続

   本ボードにはアナログおよびデジタル信号入出力用のプラグ（ハンダ付用）が標準で各１個添付
 されています。  いずれも１５ピンＤ-ＳＵＢですが、 ｍａｌｅ型とＦｅｍａｌｅ型で区別してい
 ます。 なおアナログ入力に限ってはオプションで１５０ｃｍ長（片側プラグ/他側バラ）のシール
 ドケーブルも用意してあります。

　 信号名　   ピン番号　　　 ピン番号　  信号名

　 ｃｈ０　　  １　　○　　　　　　　　　　　　　　　左図１－３Ａ．アナログ入出力コネクタＣＮ１
　　　　　　　　　　　　　  ○　 ９　    ＡＧ
　 ｃｈ１      ２　　○　　　　　　　　　　　　　  ◇ボード側　：１７ＬＥ１３１５０-２７（Ｄ４ＡＢ）/ＤＤＫ製
　　　　　　　　　　　　　  ○　 １０　  ＡＧ　　　◇適合プラグ：１７ＪＥ２３１５０-０２（Ｄ８Ａ）  /ＤＤＫ製
　 ｃｈ２  　  ３　　○　　　　　　　　　　　　　　 （標準添付）
　　　　　　　　　　　　　　○　 １１　  ＡＧ
　 ｃｈ３　    ４　　○   
　　　　　　　　　　　　  　○　 １２　  ＡＧ　    ◆ｃｈ０～３： アナログ入力０～３
　 Ｖｏｕｔ    ５　　○　　　　　　　　　　　　　  ◆ＡＧ      ： アナログコモン（グランド）
　　　　　　　　　　　　　　○ 　１３　  ＡＧ
　 Ｉｏｕｔ    ６　　○　　　　　　　　　　　　　  ◆Ｖｏｕｔ ：アナログ電圧出力
　　　　　　　　　　　　　　○　 １４　  ＡＧ   　 ◆Ｉｏｕｔ ：アナログ電流出力（オプション）
　  空き       ７　　○　　　　　　　　　　　　　  ◆ＡＧ     ：アナログコモン（グランド）
　　　　　　　　　　　　　　○　 １５　  空き
　  空き       ８  　○

                                                      《注》  アナログ・コモンＡＧとデジタル・コモンＤＧは
                                                            ボード内部で接続されている。

　 信号名　   ピン番号　　　 ピン番号　  信号名

　  空き  　   ８　　○　　　　　　　　　　　　　　　左図１－３Ｂ．デジタル入出力コネクタＣＮ２
　　　　　　　　　　　　　  ○　 １５    ＤＧ
　  ＋５ｖ     ７　　○　　　　　　　　　　　　　  ◇ボード側　：１７ＬＥ２３１５０-２７（Ｄ４ＡＢ）/ＤＤＫ製
　　　    　　　　　　　　  ○　 １４　  空き　　　◇適合プラグ：１７ＪＥ１３１５０-０２（Ｄ８Ａ）  /ＤＤＫ製
　  空き  　   ６　　○　　　　　　　　　　　　　　（標準添付）
　　　　　　　　　　　　　　○　 １３　  ＤＧ
　  ＩＮＴ     ５　　○   
　　　　　　　　　　　　　　○　 １２　  ＤＧ　    ◆Ｄ０，１： デジタル入力０，１
　  Ｑ１    　 ４　　○　　　　　　　　　　　　　  ◆Ｑ０，１： デジタル出力０，１
　　　　　　　　　　　　　　○ 　１１　  ＤＧ　    ◆ＩＮＴ  ： 割り込み入力
　  Ｑ０       ３　  ○
　　　　　　　　　　　　　　○　 １０　  ＤＧ   　 ◆ ＤＧ   ： デジタルコモン（グランド）
　  Ｄ１       ２　　○                             ◆＋５ｖ  ： ＰＣＩバス上の５ｖ電源を出力
　　　　　　　　　　　　　　○　   ９　  ＤＧ
　  Ｄ０       １  　○
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《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》                                                            １-４. ボードのインストール

1-４. ボードのインストール

 本製品はプラグアンドプレイに対応したＰＣＩボードです。
 御使用に先立ち、組み込むパソコンシステムにインストール（認識・リソース割り当て）される
 必要があります。  この作業はシス テムを立上げたとき（電源投入直後）に自動実行されます。

 準備

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

②　 パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張
    （ＰＣＩバス）Ｉ／Ｏスロットに本ボードを無理なく押し入れ装着します。 注意することは、

　　  ◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた
　　　  ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　  ◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。　手を触れると、
　　　  （油脂成分の付着等により）接触不良の原因となることがあります。　もし、触れて
　　　  しまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

  本ボード上ＲＯＭ内のコンフィギュレーション情報

      ◆VendorＩＤ          ： １３ＦＤＨ（インタフェース素子の製造者ＩＤ）【注１】
◆ DeviceＩＤ          ： ０１０２Ｈ（インタフェース素子自体のＩＤ）【注１】
◆ Subsystem VendorＩＤ： １３ＦＤＨ（ボード製造者＝マイクロサイエンス社のＩＤ）
◆ SubsystemＩＤ       ： ０１０２Ｈ（本ボードＭＦＵ－５８ｘＰＣＩ自体のＩＤ）
◆ Class Code           ：１１００００Ｈ（本ボードの適合する分類コード）

      ◆リソース要求： Ｉ／Ｏアドレス： 連続した複数アドレス。（ボードにより異なる）
                        割り込み     ： デフォルトでは不要求。【注２】
                        バスマスタ   ： 機能なし（不要求）。

【注１】  VendorＩＤ／ DeviceＩＤは本来、インタフェース素子メーカ／素子自体を特定する
       ＩＤですが、本ボードで使用している素子は汎用品として多数の他社製品にも使用されて
       おり、（98/04/01）現在パソコンのプラグアンドプレイでは VendorＩＤと DeviceＩＤだ
       けでボードを認識する機種があるので（混乱を避けるために）当社ＩＤを記してあります。

【注２】 割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合：本ボード上のＲＯＭに書き込まれているデフォルト（初期）の
       コンフィギュレーション情報では割り込みリソースを要求しません。  もし要求したときに
       空きが無く拒否されるとＩ／Ｏアドレスの割り当ても受けられず、認識不能状態になる恐れ
       があるからです。  割り込みを利用したいときは以下の手順を踏んでください。

        ①  本ボードを最初はデフォルト（初期）設定のままインストールし、システムから認識
          できる状態にしてください。

        ②  現在のシステムが使用しているリソース情報を調査してください。  割り込みに空が
          ある場合は（当社提供のユーティリティ：ｃｆ９０５０で）本ボード上のコンフィギュ
          レーション情報（ＲＯＭ）を割り込みリソースを要求するように修正して、一旦終了・
          電源を切ります。  （パソコン電源部保護のため１分以上の後）、再度電源投入すると
          プラグアンドプレイで割り込みリソースが割り当てられます。

        ③  割り込みリソースに空きが無い場合は最後の手段として、既に他デバイスに割り当て
          られている割り込みリソースを共有する方法も考えられますが、他デバイスの動作にも
          影響する恐れがあるため、現時点では当社のサポート対象外としています。
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１-４. ボードのインストール                      　　                                  《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》

   インストール（１）  ：ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５の場合。（ＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥも同様）

 《ボードのインストール》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳ９ｘが立上り、このとき新ハード
     ウエア（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

   ◆オリジナルのＷＩＮＤＯＷＳ９５では、
     ［新しいハードウエアが検出されました／必要なソフトウエアをインストールしています］
     に続くダイアログボックスのデフォルトは［ハードウエアの製造元が提供するドライバ］と
     なっていますから、添付の［ボードインストール・ディスク］を挿入、ウィザードに従って
     （ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win9xa:¥win9xa:¥win9xa:¥win9x］］］］フォルダから）読み込ませてください。
     （ＣＤＲＯＭの場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win9x:¥win9x:¥win9x:¥win9x］］］］から）
       ファイルのコピーで“ms_pci.vxd”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

   ◆ＷＩＮＤＯＷＳ９５／ＯＳＲ２バージョンでは、
       デバイスドライバ・ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入、ウィザードに従って（ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win9xa:¥win9xa:¥win9xa:¥win9x］］］］フォルダから）読み込
     ませてください。（ＣＤＲＯＭの場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win9x:¥win9x:¥win9x:¥win9x］］］］から）
       ファイルのコピーで“ms_pci.vxd”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのレジストリに登録されました。

《割り当てリソースの調査》

       ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘの【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→【ＭＦＵ－５８３ＰＣＩ】
 →【プロパティ】→【リソース】で調べます。

《本ボード専用ドライバ／ＤＬＬのインストール》：通常はこれを御利用ください。

     本ボードの基本機能を関数化したものです。 インストール方法は第６章（６-３項）参照。

《汎用ドライバ／ＤＬＬのインストール》： 前記の専用ドライバ／ＤＬＬユーザには不要です。

     ボードに依存しない単純Ｉ／Ｏ実行用です。 自作ドライバの素材に利用できます。
     ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘではＩ／Ｏポートの読み書きをデバイスドライバを使用せず、ＤＬＬで
  直接実行できますから（その方が普通です。）、割り込みを使用する場合に限って当社の用意
  する“割り込み用の汎用デバイスドライバ”を利用してください。
    インストーラはありません。  必要なファイルを手作業で適切なフォルダにコピーします。

   ◆汎用ドライバ類の所在は、ドライバ本体： Ｗｉｎ９ｘ￥ｓｙｓ￥ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ
                             汎用のＤＬＬ： Ｗｉｎ９ｘ￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ
                             ドライバ説明： Ｗｉｎ９ｘ￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ
         （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９ｘです。

   ◆コピー先は：   ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘの
                  システムフォルダです。
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《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》                                                    　　    １-４. ボードのインストール

   インストール（２）  ：ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＮＴＮＴＮＴＮＴ（4.0）の場合。

                         各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

 《ボードのインストール》

  ①  パソコンシステムの電源を投入するとプラングアンドプレイが自動実行されます。
      ソフト的には新ボードの装着されたスロットとボード情報が認識され、リソースの割り当て
    が自動実行されます。  この過程は電源投入（ハードウエア・リセット）の毎に実行されます
    から、ハードウエアの構成が変化すると割り当てられるリソースが変化することも有ります。
    【ここまではＷＩＮＤＯＷＳ９５と同様です。】

②  この後、ドライバ類の組み込みが実行され、最後にＷＩＮＤＯＷＳ－ＮＴが立上りますが、
     ＮＴ（4.0）のレジストリはプラグアンドプレイに対応していないため、これで終わりです。

 《本ボード専用ドライバ／ＤＬＬのインストール》：通常はこれを御利用ください。

     本ボードの基本機能を関数化したものです。 インストール方法は第６章（６-３項）参照。

 《汎用ドライバ＆ユーティリティのインストール》：専用ドライバ／ＤＬＬユーザには不要です。

      ボードに依存しない単純Ｉ／Ｏ実行用です。 自作ドライバの素材に利用できます。
      ＷＩＮＤＯＷＳ－ＮＴではＩ／Ｏポートの読み書きも割り込み処理にもデバイスドライバが
    必要です。  本ドライバは最大１６枚のボード（各複数Ｉ／Ｏアドレスおよび専用割込１本）
    を制御することのできる汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバです。
      インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定ユーティ
    リティ、（プラグアンドプレイで自動設定された）リソースの調査ユーティリティ、さらに
    サンプルプログラムもインスト―ルされます。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ： ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ
                              ドライバ本体： ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？？？？．ｓｙｓ
                              汎用のＤＬＬ： ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ
                ドライバ設定ユーティリティ： ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ．ｅｘｅ
                リソース調査ユーティリティ： ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥ＰＣＩａｄｒ．ｅｘｅ
                              説明ファイル： ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

           （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥ＷｉｎＮＴです。

     【注１】？？？？＝０～１５
【注２】   ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
         ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを
         用意しておき、インストール実行時に指定します。

    ◆リソースの調査／汎用デバイスドライバの設定

        当社製ＰＣＩボードのリソース（アドレス／割り込み）割り当て・占有状態を調査する
      ユーティリティＰＣＩａｄｒを使用して、本ボードの（プラグアンドプレイで設定された）
      Ｉ／Ｏアドレス・割り込みレベル情報を取得できます。  この情報にもとずいてデバイス
      ドライバの設定ユーティリティ（Ｒｓ＿ｒｅｇ）でデバイスドライバを設定します。
        使用方法は同一フォルダ内の説明テキストファイルを御覧ください。
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１-４. ボードのインストール                      　　                                  《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》

   インストール（３）  ： ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合。

      ＷＩＮＤＯＷＳ2000 はＮＴ4.0 の上位バージョンですが、プラグアンドプレイ機能を持つ
    ため、本ボード装着直後のインストール作業にＷＩＮＤＯＷＳ２０００対応のインストール
    ディスク（当社製：ＦＤなら／vr２.00 以降、ＣＤＲＯＭなら 2000-08 版以降）が必要です。
      添付のＣＤＲＯＭ、または当社ホームページwww.microscience.co.jpの＜ダウンロード＞
　　アイコン以下で入手できるビジュアルな手順書も併せて参照し、注意深く行ってください。

                           各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

   《ボードのインストール》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳ2000 が立上り、このとき新ハード
     ウエア（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

       新しいハードウエアの検出ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入し、ウィザードに従って（ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win2Ka:¥win2Ka:¥win2Ka:¥win2K］］］］フォルダから）読み
     込ませてください。
       （ＣＤＲＯＭ<2000-08 版以降>の場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win2K:¥win2K:¥win2K:¥win2K］］］］から）

       ファイルのコピーで“dms_pci.sys”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ2000 のレジストリに登録されました。

  (1)  インストールされたドライバ“ＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳ”は、
       当社製各ＰＣＩボード（複数可能）に共通使用できるＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ用の
     ＷＤＭドライバです。

       ◆インストール元： ボードインストールディスク。
       ◆インストール先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２￥ＤＲＩＶＥＲＳ

  (2)  御利用に先立ち、４－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。
                                                   （専用インストーラによる解凍・展開）
       ◆インストール元： 添付のＣＤＲＯＭ。
       ◆インストール先： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ 以下。

(3)  その後、利用する関数ＤＬＬを手作業で所定のフォルダにコピーする必要があります。
      本ボード専用のハンドラ関数ＤＬＬ（推奨）から使用する場合は６－３項を、また当社製
    全ＰＣＩボード（複数可）共通に利用できる汎用単純入出力関数ＤＬＬから利用する場合は
    ４－２項を御覧ください。

       ◆コピー元： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ以下。
       ◆コピー先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２

       以後、アプリケーションからの利用が可能になります。

《割り当てリソースの調査》

    ＷＩＮＤＯＷＳ2000の【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【ハードウエア】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→
   【ボード名】→【プロパティ】→【リソース】で調べます。
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《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》                                                    　　    １-４. ボードのインストール

   インストール（４）　（ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＸＰＸＰＸＰＸＰの場合）

    　ボード装着直後の作業にはＷＩＮＤＯＷＳ２０００用のインストールディスクが必要です。
    　基本的な手順は前ページに記したＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合と同様ですが、
　　　ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＸＰＸＰＸＰＸＰのウィザードは間違い易い表現が多いので作業には注意が必要注意が必要注意が必要注意が必要です。
      添付のＣＤＲＯＭ、または当社ホームページwww.microscience.co.jpの＜ダウンロード＞
　　アイコン以下で入手できるビジュアルな手順書も併せて参照し、注意深く行ってください。

   《手順》------ オリジナルＸＰの場合。ＳＰ２の場合はビジュアルな手順書参照。

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳが立上り、このとき新ハードウエア
   　（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

   （１）新しいハードウエアの検出ウィザードの開始。／ダイアログ／
　　　 ＜ハードウエアに付属のインストールＣＤ、ディスクがある場合は挿入してください＞
     　　と表示されますが、ここでは添付のＣＤＲＯＭを未だ挿入しないで未だ挿入しないで未だ挿入しないで未だ挿入しないでください。
     　　下段に表示されている＜インストール方法＞選択肢ラジオボタン◎をデフォルトから
     　＜一覧または特定の場所からインストールする＞に変更して【次へ】をクリックします。

　 （２）検索とインストールのオプションを選んでください。／ダイアログ／
       　デフォルトの＜□次の場所で最適のドライバを検索する＞チェックボックスを外し、
       ＜□次の場所を含める＞のみをチェック、ここで添付のＣＤＲＯＭを挿入すると、

 　（３）自動再生／ダイアログ／が登場してサーチを始めますが、
　　　　 これは即、【キャンセル】クリックしてください。

　　　　 さらに、
 　（４）この種類のファイルのディスクを挿入したり、デバイスに接続したりするたびに
　　　 　ＷＩＮＤＯＷＳが自動的に実行する動作を選択できます。／ダイアログ／が登場したら
　　　 　これも【キャンセル】クリックします。

　　　　 これで（２）の／ダイアログ／に戻りますから、
   （５）＜次の場所を含める＞を指定するためのテキストボックスを正しく埋めるために
　　　　【参照】ボタンをクリックします。

　 （６）フォルダの参照＜ハードウエアのドライバを含むフォルダを選んでください＞
　　　 ／ダイアログ／が開きますから、
　　　 　＜ＣＤＲＯＭアイコン＞→＜０＿ボードインストール＞→＜ＷＩＮ２Ｋ＞と指定して
　　　 【ＯＫ】をクリックするとインストールが実行されます。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳのレジストリに登録されました。

　　　　以下は前ページに記したＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同様です。
　　　　御利用に先立ち、４－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。

　　　【注】操作ミス等でボードインストールが正しく実行されなかった場合は、
　　　　　　ＷｉｎｄｏｗｓＸＰはボードインストール作業直前の状態を記憶しているので、
　　　　　　一旦終了・電源を落としてボードを外し、再立ち上げの後、
　　　　　　ＷＩＮＤＯＷＳの【スタート】から【ヘルプとサポート】を選択し、
　　　　　　＜ヘルプとサポートセンター＞ダイアログ中の
　　　　　　＜コンピュータへの変更をシステムの復元で元に戻す＞機能で
　　　　　　ボードインストールをやり直すことのできる元の状態に戻すことができます。
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１-４. ボードのインストール                                                            《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》
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１-５. 動作確認・試運転                                                                 《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》

1-5. 動作確認・試運転

 以下の手順で試運転してください。  動作に不具合いがあるときは１－２項に記されたボード上
 の設定を確認してください。　それでも不明なときは本書巻末に添付の【Ｑ＆Ａフォーム】にシス
 テム情報を御記入のうえ当社技術部までＦＡＸしてください。  迅速に応答する体制となっており
 ます。  なおＴＥＬいただく場合も客観情報の整理・評価は問題解決のスピードアップにつながり
 ますから事前にＦＡＸしてください。

　＝＝ 準備 ＝＝

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

②　 １－４項に従って本ボードをインストールし、
 ユーティリティ等で割り当てられたリソース（Ｉ／Ｏアドレス）を調べる。

③　  本ボードのアナログ入力はテスト用の信号源（±１０ｖ以内）に接続します。  アナログ
     出力はデジタル電圧計に接続します。  デジタル入力はスイッチ（またはＴＴＬ信号源）を
　　 接続、またデジタル出力はデジタル電圧計またはオシロスコープ等に接続します。
     （図１－５）

④　  以上で準備完了です。　電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体
     を最後に行います。　電源切断は逆順序です。

                                図１－５．動作確認用の外部機器接続
                                                                                      標準電圧発生器（±１０ｖ）
                                                                                  
                                                               ｃｈ０             ＯＵＴ
                                    
                       ＣＮ１                                    ＡＧ             ＧＮＤ
                                                              
     ＭＦＵ－５８３ＰＣＩ
                                                
                       ＣＮ２                                                         デジタル電圧計（±１０ｖ）
                                                                               
                                                                Ｖｏｕｔ          ＩＮＨ
                                                                                             ± ９.９９９ｖ
                                                                  ＡＧ            ＩＮＬ
     コネクタＣＮ１   （ピン番号）

   ◆アナログ入力ｃｈ０  ：  １番                                                    スイッチ（またはＴＴＬ）
   ◆アナログ・コモンＡＧ：  ９番                         Ｄ０
   ◆アナログ出力Ｖｏｕｔ：  ５番
   ◆アナログ・コモンＡＧ：１３番                         ＤＧ

  
     コネクタＣＮ２    （ピン番号）                                                    デジタル電圧計・オシロ等
                                           
   ◆デジタル入力Ｄ０    ：  １番                  Ｑ０                          ＩＮＨ
   ◆デジタル・コモンＤＧ：  ９番                                                           ± ９.９９９ｖ
   ◆デジタル出力Ｑ０    ：  ３番                  ＤＧ                          ＩＮＬ
   ◆デジタル・コモンＤＧ：１１番
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１-５. 動作確認・試運転                                                                《 ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ 》

 ＝＝ 運 転 ＝＝      試運転・動作確認用プログラム“５８３ＱＢ１”を使用します。
                      本プログラムはＭＳ－ＤＯＳ版です。  ＷＩＮＤＯＷＳ-ＮＴ（4.0）の
                    ＤＯＳ窓では使用できません。   なお御使用に先立ち、添付のソフトウエ
                    アをインストール（４－１項）しておく必要があります。   また当プログ
                    ラムのソース（Quick-Basic）も同名（拡張子：BAS）で添付されています。
        
                      なお“５８３ＱＢ１．ＥＸＥ”は日本語モードでは正常な表示ができない
                    ので、事前に英語モードに切り替えてから“５８３ＱＢ１．ＥＸＥ”を呼ぶ
                    “５８３ＱＢ１．ＣＯＭ”を使用してください。

⑤  テストシステムの電源を投入し、ＭＳ－ＤＯＳを立上げます。
   （ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８・９８・９８・９８・ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴ・ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴ・ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴ・ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴ・２０００・２０００・２０００・２０００・ＸＰでは不可・ＸＰでは不可・ＸＰでは不可・ＸＰでは不可）

  ⑥ 試運転・動作確認用プログラム“５８３ＱＢ１”を読み込み、実行します。

    ◇  アナログ入力範囲、およびアナログ出力範囲を指定します。

    ◇  アナログ出力電圧値およびデジタル出力値（Hex）を指定して【Ｄｏ】操作すると、
      指定出力を行い続けてアナログ入力（ch0～3）およびデジタル入力（Ｄ0，Ｄ1）の
      読み込み／表示を連続実行します。 開放されたデジタル入力は“１”と読み込まれます。
                                     （図１－５のテスト接続ではデジタル入力Ｄ１を開放）

     ◇  【Reset】操作すると初期状態（アナログ出力は０ｖ、デジタル出力は“０”）に戻り、
       アナログ入力とデジタル入力の連続実行は停止します。

       ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ（4.0）、および ＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ での動作確認

          本ボード専用の関数ＤＬＬ／ドライバを使用したサンプルを御利用ください。
                                                                      （第６章）
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                         2-1. アナログ入力

第２章．信号入出力

2-1. アナログ入力

   本機の最大アナログ入力範囲は±１０ｖですが、最大±３５ｖまでの過電圧に対しては保護され
 ています。  また各チャンネル入力端には入力インピーダンスを下げるために１０ＭΩの終端抵抗
 が実装されています。（外すと１００ＭΩ以上となる。）  信号源が４～２０ｍＡ等の電流出力の
 場合は標準実装されている１０ＭΩの終端抵抗を適当な値の電流・電圧変換用抵抗に交換して使用
 できます。（例：２５０Ωなら１～５ｖに変換）

                       図２－１Ａ．アナログ入力端の接続（１チャンネル分のみ示す）

                                    ｃｈ.ｎ                                マルチプレクサ

      信号源                                           標準１０ＭΩ

                                     ＡＧ

                                図２－１Ｂ．アナログ入出力部ブロック図

                   ＣＮ１
 （アナログ入力）
   チャンネル０
             １                マルチ                  １２ＢＩＴ     ラ
             ２                プレクサ                ＡＤ変換器     ッ
             ３                                                        チ

                                                       入力範囲選択
                             入力                      データラッチ
                             選択
                                                                                       ＰＣＩバス
                                                                                       インタフェース

                               バッファ
                               アンプ
                                                        １２ＢＩＴ    ラ
 アナログ電圧出力                                      ＤＡ変換器    ッ
                                                                      チ

    ４～２０ｍＡ               電流電圧                出力範囲選択
        電流出力               変換回路                データラッチ

                                       オプション
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2-2. アナログ出力                                                                         《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

2-2. アナログ出力

  電圧出力

        アナログ電圧出力はＤＡ変換器からバッファアンプを通しており、最大負荷電流２ｍＡ
      （負荷抵抗５ＫΩ以上）、容量性負荷最大１０００ｐＦを安定に駆動することができます。
        なお電源投入、または本ボードのリセット操作（３－３項）直後のアナログ出力は０ｖに
        なります。

                            ２－２Ａ．アナログ電圧出力

                                                           Ｖｏｕｔ                 ＤＡ変換器より
       抵抗          容量性
       負荷          負荷
                                                            ＡＧ

      【注】 過大な容量性負荷は発振の原因になります。例えばツイストペア線やシールド線は
            ５０～８０ｐＦ／ｍ程度の容量を持っています。

   電流出力  （オプション）

        製品型名末尾に（Ｉ）が付された機種は４～２０ｍＡアナログ電流出力も利用できます。
        これは《０～＋１０ｖ電圧出力》を専用回路で《４～２０ｍＡ電流出力》に変換するもの
      ですから、電圧出力も併用したい場合は《０～＋１０ｖ電圧出力》に限られます。

                         ２－２Ｂ．４～２０ｍＡ電流出力

                                                           Ｉｏｕｔ                 ＤＡ変換器より
       抵抗                                                              電流変換   （０～＋１０ｖ）
       負荷
                                                            ＡＧ

         【注】 本機の電流出力回路は１５ｖ電源使用のため、負荷による電圧降下１０ｖまでの
              範囲に限られます。  すなわち負荷抵抗は５００Ω以下で御利用ください。



19

《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                  2-3. アナログ入出力範囲

2-3. アナログ入出力範囲

  　アナログ入出力範囲はソフト設定で下表の４レンジから選択します。 １２ＢＩＴの分解能は
［1/4096］ですから公称入出力範囲で正直に調整するとＡＤ・ＤＡ変換１単位（digit）当りの

  電圧値が割り切れない値となります。 当社では範囲を少し広げて切りの良い値となるモードＡ
  もサポートしています。  その値は公称入出力範囲の［1/4000］です。

 　　表２－３Ｒ．アナログ入力（出力）範囲
　　　　　　　        分解能【ｍｖ／ｄｉｇｉｔ】

　　　  公称入力（出力）範囲     モードＡ［１／４０００］     モードＢ［１／４０９６］

 　－ １０ｖ～＋１０ ｖ 　　　　　５ 　　　　４.８８･････
 　－　 ５ｖ～＋  ５ ｖ 　　　　　２.５ 　　　　２.４４･････
        ０ｖ～＋１０ ｖ 　　　　　２.５ 　　　　２.４４･････
        ０ｖ～＋  ５ ｖ 　　　　　１.２５ 　　　　１.２２･････

  ◆　本機の入出力範囲はソフトウエア選択です。
　　  選択方法は３－５項、およびサンプルプログラムを御参照ください。

◆ 本機のＡＤ入力は【Ａﾓｰﾄﾞ±１０ｖ範囲】で、またＤＡ出力は【Ａﾓｰﾄﾞ０～＋１０ｖ範囲】
    で最終調整されていますが、高精度部品の使用により入出力範囲を切り替えても多くの用途で
    は再調整の必要がない正確度を持っています。　特定の入出力範囲で最も正確度を良くしたい
    ときは再調整（５－３項）を行ってください。
　　　　         ☆ 常温で製造・調整時の正確度（最終調整範囲のとき）：０.０９０ ％ＦＳ
                                              ☆ その他の入出力範囲 ：０.１１０ ％ＦＳ

      【注】当正確度にはＣＰＵを含む固有のシステムから発生する雑音が含まれていません。
            この雑音は１２ビットＡＤでは１ＬＳＢ（０.０２５％ＦＳ）程度が普通です。
            瞬時値を１回だけＡＤ変換した値には当雑音を考慮する必要があります。
            なお周囲温度の変化が大きい場合は温度ドリフト（typ.２５ppm/℃）も考慮して
            ください。  また経年変化のデータと保証はありません。

　伝達関数　　   １２ビットの分解能は“２の１２乗分の１”ですから、変換データと
　　　　　　　 アナログ入出力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　◆分解能　　 Ｒｅｓ＝Ｖspan÷4096　［ｖ／digit］

　　　　　　　◆変換データ Ｄad＝Ｖio÷Ｒes　　　　　 ［digit］／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　 Ｄad＝（Ｖio÷Ｒes）＋2048 ［digit］／バイポーラのとき

　　　　　　　◆入出力電圧 Ｖio＝Ｄad×Ｒes　　　　　 ［ｖ］　 ／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　 Ｖio＝（Ｄad－2048）×Ｒes ［ｖ］ 　／バイポーラのとき

　　　　　　　【注】　Ｖspan は入出力範囲の絶対幅です。 具体的には表２－３Ａ，Ｂの
　　　　　　　　　　範囲に１digit 分の電圧値を加算した値です。例えばＡモードの公称
　　　　　　　　　　±１０ｖ範囲ならＶspan＝２０.４８０ｖ（5[mv]×4096）、
                    またＢモードなら２０ｖです。
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2-3. アナログ入出力範囲                                                                   《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

　　　　  表２－３Ａ．１２ビット変換データ vs アナログ入出力　【Ａモード】

　ＡＤデータ      　　　　　   　ＡＤ入力範囲（表２－３Ｒ参照）
   hex / 10 進    ±10v     ±5v   0～+10v   0～+5v

  FFF / 4095   +10.235   + 5.1175   +10.2375  +5.11875

  FD0 / 4048   +10.000   + 5.0000

  FA0 / 4000   +10.0000  +5.00000

  801 / 2049   + 0.005   + 0.0025
  800 / 2048     0.000     0.0000
  7FF / 2047   －0.005   －0.0025

  7D0 / 2000   +5.0000  +2.50000

  030 /   48  －10.000   －5.0000

  001 /    1  －10.235   －5.1175   +0.0025  +0.00125
  000 /    0  －10.240   －5.1200    0.0000   0.00000

《注》　当表中の±１０ｖを超える値は理論値。　アナログ回路に使用されている素子の仕様から、±
１０ｖを超える値の正確度は保証されない。

　　　　表２－３Ｂ．１２ビット変換データ vs アナログ入出力　【Ｂモード】

　ＡＤデータ 　　　　　　　　　   ＡＤ入力範囲（表２－３Ｒ参照）
   hex / 10 進    ±10v     ±5v   0～+10v   0～+5v

  FFF / 4095  +9.99512  + 4.99756  + 9.99756  + 4.99878

  FD0 / 4048  +9.76563  + 4.88281

  FA0 / 4000  + 9.76563  + 4.88281

  801 / 2049  + 0.00488  + 0.00244
  800 / 2048    0.00000    0.0000  + 5.00000  + 2.50000
  7FF / 2047  －0.00488  －0.00244

  7D0 / 2000  + 4.88281  + 2.44141

  030 /   48  －9.76563  －4.88281

  001 /    1  －9.99512  －4.99756  + 0.00244  + 0.00122
  000 /    0 －10.00000  －5.00000    0.00000    0.00000
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                  2-3. アナログ入出力範囲

　　　 　　   図２－３Ａ．バイポーラ入力（出力）　　　        　　 図２－３Ｂ．ユニポーラ入力（出力）
　　　　　　　　　  　　　【モードＡ】　　 　　　　　    　　　　　　　　　　　　 【モードＡ】
     FFF　　　　　　　　　　　　　　　   　　     FFF
     FD0                                          FA0
  

     800                                          7D0

     030
     000                              　　        000
          -FS        0           +FS                 0           FS/2        +FS

　　　　  　  図２－３Ｃ．バイポーラ入力（出力）　　　　　　　　　 図２－３Ｄ．ユニポーラ入力（出力）
　　　　　　　　　　 　　 【モードＢ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 【モードＢ】
     FFF　　　  　                                FFF

     800                                          800

     000                                          000
       -FS             0            +FS              0            FS/2           +FS

   ◆  表２－３、および図２－３Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄにおいて±１０ｖを超える値は理論値です。
     アナログ回路に使用されている素子の仕様から、±１０ｖを超える入出力値の正確度は
     保証されません。
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2-4. デジタル入出力                                                                       《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

2-4. デジタル入出力

  外部割り込み入力、汎用２ＢＩＴデジタル入力、汎用２ＢＩＴデジタル（ラッチ）出力は全て
  ＴＴＬレベルです。  入力は全て１０ＫΩでプルアップされています。  また、出力は本ボード
  上にプルアップ抵抗を実装できるパターンが用意されており（通常不要ですが）、接続対象機器
  側の事情によってはユーザ自身で追加実装することができます。
    なお電源投入直後のデジタル出力は“０”となりますが、リセット操作（３－３項）では変化
  しません。

                                                 ２－３Ａ．デジタル入力

                                   ＋５ｖ出力                           ＋５ｖ
                                                  １０
                                                  ＫΩ
                                  Ｄ０（Ｄ１）
                                                                  ＴＴＬ素子

                                     ＤＧ                               ０ｖ
                                                                    （電源リターン）

                                                 ２－３Ｂ．デジタル出力

                                   ＋５ｖ出力                           ＋５ｖ
                                                  Ｒ６０     未実装
                                                （Ｒ６１）
                                  Ｑ０（Ｑ１）
                                                                    ＴＴＬ素子

                                     ＤＧ                               ０ｖ
                                                                    （電源リターン）

  【注】  汎用デジタル出力Ｑ０，Ｑ１の論理はボード上のスイッチ（ＳＷＰ）により任意に設定
        することができます。  また出力素子はソケット実装なので、ユーザの都合によって交換
        することもできます。
                          標準出荷時標準出荷時標準出荷時標準出荷時：ＴＴＬレベル・正論理（電源投入直後＝０＝LOW）

     信号レベル     出力素子
  標準出荷時標準出荷時標準出荷時標準出荷時    ＴＴＬレベルＴＴＬレベルＴＴＬレベルＴＴＬレベル   ７４ＬＳ０４７４ＬＳ０４７４ＬＳ０４７４ＬＳ０４
  ユーザオプション  オープンコレクタ   ７４ＬＳ０７
      〃    〃      〃    〃   ７４ＬＳ０６
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                          　        3-1. 制御・操作の手順

第３章．制御・操作

3-1. 制御・操作の手順

■ ＡＤ入力操作：     操作は入力範囲指定、チャンネル指定＆ＡＤスタート、変換終了待ち、
                    ＡＤデータ読み込みの手順です。  以下に各チャンネルを１回ずつＡＤ
                    変換する例を示します。  各ＡＤスタート前に各チャンネルごとの入力
                    範囲を指定することもできます。

                     outp（BASE＋1，range）；                  /* 入力範囲指定 */

                     for（ch＝0； ch ＜＝ 3； ch＋＋）       /* ﾁｬﾝﾈﾙ０から３まで */
                  ｛
                       outp（BASE＋0，ch）；                 /* AD ｽﾀｰﾄ（ch 指定含）*/
                        while（（inp（BASE＋2）＆ 0x1）== 0x1）
                             ；                                /* BUSY（ｽﾃｰﾀｽ）ﾁｪｯｸ */
                        ADH（ch）＝ inp（BASE＋0）；           /* ＡＤﾃﾞｰﾀ（下位）*/
                        ADL（ch）＝ inp（BASE＋1）；           /* ＡＤﾃﾞｰﾀ（上位）*/
                      ｝

■ ＤＡ出力操作：     操作は出力範囲指定、ＤＡデータ書き込みの手順です。  ＤＡデータの
                    書き込みは下位８ＢＩＴ、上位４ＢＩＴの順とします。  先に書き込まれ
                    た下位データは上位データの書き込みを待って同時にＤＡ変換素子に印加
                    される２重ラッチ構造となっているからです。  以下に例を示します。

                                 outp（BASE＋5，range）；   /* 出力範囲指定 */
                     while（（inp（BASE＋2）＆ 0x2）== 0x2）
                          ；                                /* BUSY（ｽﾃｰﾀｽ）ﾁｪｯｸ */
                                 outp（BASE＋6，DAL）  ；   /* ＤＡﾃﾞｰﾀ（下位）*/
                                 outp（BASE＋7，DAH）  ；   /* ＤＡﾃﾞｰﾀ（上位）*/

■ デジタル入出力操作：      各（バイト）入出力ポートの下位２ＢＩＴが有効です。  なお、
                          出力データはパワーオンリセットでクリアされますが、本機の制御
                          部リセット操作（３－３項）ではクリアされません。

                                 din＝ inp（BASE＋3）  ；   /* ２BIT 入力（現在値）*/
                                 outp（BASE＋3，dout） ；   /* ２BIT 出力（ラッチ）*/

■ 割り込み操作      ：     ＴＴＬレベルの外部割り込み専用入力ＩＮＴをソフト上で許可す
                          ることにより可能となります。割り込みレベル、および当入力信号
                          の有効極性（エッジ）もソフト指定です。

                                 outp（BASE＋2，icc） ；   /* 割り込み制御データ */

                            なお割り込み入力ビットはステータス入力でモニタできますから
                          外部イベントを（割り込み使用の有無にかかわらず）ポーリングす
                          ることもできます。
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3-2. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ                                                  《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

3-2. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ

   表３－２に本ボード上の各制御レジスタＩ／Ｏアドレスを記します。
   表中の【BASE】はプラグアンドプレイ（１－４項）で設定されたＩ／Ｏベースアドレス値です。

 表３－２．制御レジスタＩ／Ｏアドレス

       書き込み（ＯＵＴ）ポート I/O ｱﾄﾞﾚ
ｽ

   読み込み（ＩＮ）ポート

 ＤＡ出力データ（上位４ビット） BASE＋７  制御部リセット＆ＩＤ取得
 ＤＡ出力データ（下位８ビット） BASE＋６
 ＤＡ出力範囲指定 BASE＋５

BASE＋４
 汎用２ＢＩＴデジタル出力 BASE＋３  汎用２ＢＩＴデジタル入力
 割り込み制御（レベル／許可・禁止／有効極性） BASE＋２  ステータス取得
 ＡＤ入力範囲指定 BASE＋１  ＡＤデータ（上位４ビット）
 ＡＤチャンネル指定＆スタート BASE＋０  ＡＤデータ（下位８ビット）

   ◇【読み（ＩＮ）／書き（ＯＵＴ）】はパソコン側から見た方向。
   ◇ 全てのポートは１バイト。
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                3-3. ボード制御部リセット

3-3．ボード制御部リセット

     ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７） ； /* 制御部リセット操作 */

   本ボード全体の制御部をリセットします。  当操作で読み込んだデータ（ｒｓｔ＝８）は
 ボードＩＤです。  当操作は電源ＯＮ、またはパソコン本体のハードウエアリセットと同等
 の機能ですが、汎用２ＢＩＴデジタル（ラッチ）出力だけは変化せずに保持されます。

◆ 本ボード上の各制御レジスタを初期化する。
◆ ボードステータスを初期化する。

 なお、
   ◆汎用２ＢＩＴデジタル（ラッチ）出力は変化せずに保持される。

                  表３－３．【BASE＋７】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                       各ビットの機能・意味
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

                       ボードＩＤ（＝８）

    《注》 ＰＣＩバス規格上の SubsystemＩＤ（１-４項）とは別物です。
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3-4. 割り込み制御（許可・禁止、およびレベル指定）                                        《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

3-4. 割り込み制御（許可・禁止、クリア）

   ｏｕｔｐ（BASE＋２，ｉｃｃ）；   /* ｉｃｃ：割り込み制御 */

   外部割り込み入力の許可・禁止、許可する場合の信号極性、および（ＰＣＩバス上の）ＩＮＴ
 信号出力制御、ＩＮＴ信号クリア動作を行います。
                        【割り込みを使用しない場合は無用です。／読み飛ばしてください。】

                      表３－４Ａ．【BASE＋２】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ         各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ 外部割り込み制御     許可     禁止   ０
Ｂ６ 外部割り込み信号の有効エッジ指定   立上り（↑）   立下り（↓）   ０
Ｂ５ 未使用     ０
Ｂ４ 未使用     ０
Ｂ３ ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号クリア クリア状態にする 割込可能状態にする ０
Ｂ２ 未使用 ０
Ｂ１ 未使用 ０
Ｂ０ ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力制御     出力許可     出力禁止 ０

 《補助説明》

  Ｂ７：    ＴＴＬレベルの外部割り込み入力信号（ＩＮＴ）の有効／無効を指定します。
  Ｂ６：    許可されている（ビットＢ７＝１）ときはビットＢ６で指定された極性（エッジ）で
          ボードステータスの外部割り込み入力フラグ【３-８項のＢ７】がセットされます。
  Ｂ０：    このとき，ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力が許可（ビットＢ０＝１）されていると、
          実際の割り込みが発生します。  ビットＢ７＝１でもＢ０＝０のときは実際の割り込み
          は発生しませんが、ボードステータスの外部割り込み入力フラグ【前記】はセットされ
          ますから、外部入力のポーリングに利用することができます。

  Ｂ３：    ＰＣＩバス上の割り込み信号ＩＮＴは（共有の可能な）レベル動作となっています。
            すなわち、各ボードの出力するＩＮＴはソフト上でクリア操作するまでアクティブな
          レベルを維持します。  これをクリアするのが当Ｂ３ビットです。  なお、当ビットで
          （ＰＣＩバス上に出力されていた）ＩＮＴ信号をクリアした直後は、本ボードから次の
          割り込み信号が出力できない状態になっています。  以後の割り込みを発生させるには
          当ビットを元（Ｂ３＝０）に戻す必要があります。

  実際に割り込みを使用するには、 ◆割り込みリソースを取得する。（１-４項）
                                 ◆割り込み処理サブルーチンを用意する。

　　　　　　　　　　　　         　◆ドライバで割り込みを使用するように設定する。

  このあと、当割り込み制御ポートに書き込みを行いますが、ＷＩＮＤＯＷＳ９５／ＮＴでは
  割り込みコントローラ素子（パソコン本体内）をアプリケーションで直接操作することはせず、
デバイスドライバが事前・事後の処理と応答操作を行い、アプリケーションには通知と戻りの
メッセージ交換で対処します。  具体的には本ボード付属のＣサンプルの該当部分を参照して
ください。《添付のデバイスドライバを使用した例》
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                            3-5. アナログ入出力範囲の設定

 3-5. アナログ入出力範囲の設定

      ｏｕｔｐ（BASE＋1，ad_range）； ／* ａｄ＿ｒａｎｇｅ：入力範囲指定 *／
      ｏｕｔｐ（BASE＋5，da_range）； ／* ｄａ＿ｒａｎｇｅ：出力範囲指定 *／

      アナログ入出力範囲（２－３項参照）、およびデータコードを指定します。

                      表３－５Ａ．【BASE＋１】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ         各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  未使用   ０
Ｂ６  未使用   ０
Ｂ５  ＡＤデータコード指定     ２の補数     バイナリ   ０
Ｂ４  アナログ入力範囲モード指定     Ｂモード     Ａモード   ０
Ｂ３  固定値【＝０】に限る   ０
Ｂ２  固定値【＝０】に限る   ０
Ｂ１
Ｂ０

 （公称）アナログ
             入力範囲指定

   当値により４レンジから選択。
          【表３－５Ｃ】

０
０

                      表３－５Ｂ．【BASE＋５】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ         各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  未使用   ０
Ｂ６  未使用   ０
Ｂ５  ＤＡデータコード指定     ２の補数     バイナリ   ０
Ｂ４  アナログ出力範囲モード指定     Ｂモード     Ａモード   ０
Ｂ３  固定値【＝０】に限る   ０
Ｂ２  固定値【＝０】に限る   ０
Ｂ１
Ｂ０

 （公称）アナログ
             出力範囲指定

   当値により４レンジから選択。
          【表３－５Ｃ】

  ０
  ０

                                               表３－５Ｃ．入出力範囲選択データ

Ｂ１ Ｂ０  アナログ入出力範囲
 １  １         ±  ５ｖ
 １  ０         ±１０ｖ
 ０  １     ０～＋  ５ｖ
 ０  ０     ０～＋１０ｖ

      ◆  電源投入、およびリセット操作直後はアナログ入力・出力共に【０～＋１０ｖ範囲】と
        なっています。（アナログ出力は０ｖ状態）
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3-6. アナログ出力（ＤＡ）更新操作                                                        《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

3-6. アナログ出力（ＤＡ）更新操作

      ｏｕｔｐ（BASE＋5，da_range）； ／* ｄａ＿ｒａｎｇｅ：出力範囲指定（３-５項） *／
      ｏｕｔｐ（BASE＋6，da_low）  ； ／* ｄａ＿ｌｏｗ    ：下位８ＢＩＴデータ *／
      ｏｕｔｐ（BASE＋7，da_high） ； ／* ｄａ＿ｈｉｇｈ  ：上位４ＢＩＴデータ *／

  ＤＡ出力操作は出力範囲指定、ＤＡデータ書き込みの手順です。
  出力範囲指定操作は運転開始時（電源投入・リセット時）と変更時のみ実行します。
  ＤＡデータの書き込みは必ず下位８ＢＩＴ、上位４ＢＩＴの順とします。  先に書き込まれた
  下位データは上位データの書き込みを待って同時にＤＡ変換素子に印加される２重ラッチ構造と
  なっているからです。

                   表３－６Ａ．【BASE＋７】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ             各ビットの機能・意味
Ｂ７   無効データ
Ｂ６     〃  〃
Ｂ５     〃  〃
Ｂ４     〃  〃
Ｂ３   ＤＡデータ  ＤＡＤ11 （MSB：最上位ビット）
Ｂ２     〃  〃    ＤＡＤ10
Ｂ１     〃  〃    ＤＡＤ ９
Ｂ０     〃  〃    ＤＡＤ ８

                   表３－６Ｂ．【BASE＋６】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ             各ビットの機能・意味
Ｂ７   ＤＡデータ  ＤＡＤ ７
Ｂ６     〃  〃    ＤＡＤ ６
Ｂ５     〃  〃    ＤＡＤ ５
Ｂ４     〃  〃    ＤＡＤ ４
Ｂ３     〃  〃    ＤＡＤ ３
Ｂ２     〃  〃    ＤＡＤ ２
Ｂ１     〃  〃    ＤＡＤ １
Ｂ０     〃  〃    ＤＡＤ ０ （LSB：最下位ビット）

【動作の様子】  電源投入直後、およびリセット操作後のアナログ（ＤＡ）出力は０ｖになります。
                出力操作後、セトリング時間２０μｓ以内に目標値の０.１％ＦＳ以内に到達し、
              次の出力操作（更新）またはリセット操作まで保持されます。

                                             図３－６．アナログ出力操作の様子

                   目標値１

                                    ０ｖ
       アナログ（ＤＡ）出力

                   目標値２

                                    電源投入       ＤＡ出力操作１        ＤＡ出力操作２        リセット操作
                                        直後        （更新操作）         （更新操作）
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《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                  3-7. アナログ入力選択＆ＡＤスタート操作

3-7. アナログ入力選択＆ＡＤスタート操作

      ｏｕｔｐ（BASE＋０，channel）；  ／* ｃｈａｎｎｅｌ：入力チャンネル指定 *／

   指定チャンネルのＡＤ変換を開始します。  当操作ではアナログ入力選択とＡＤ変換スタートが
 続けて実行されます。（ＡＤ変換器にはサンプルホールド機能もあり、意識する必要は無い。）
   ＡＤ変換は２５μｓ以内に終了します。  次３－８項でＡＤ変換終了を確認し、次々３－９項の
 ＡＤデータ読み込みの手順となります。

                         表３－７Ａ．【BASE＋０】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                 各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７   未使用   ０
Ｂ６     〃   ０
Ｂ５     〃   ０
Ｂ４     〃   ０
Ｂ３     〃   ０
Ｂ２   固定値【＝０】に限る。   ０

Ｂ１
Ｂ０

アナログ入力チャンネル指定データ
        （表３－７Ｂ参照）

  ０
  ０

                     表３－７Ｂ．アナログ入力チャンネル指定データ

Ｂ１ Ｂ０          選択されるアナログ入力
 １  １   チャンネル３
 １  ０   チャンネル２
 ０  １   チャンネル１
 ０  ０   チャンネル０



30

3-8. ボード・ステータスの読み込み                                                        《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

3-8. ボード・ステータスの読み込み

      ｓｔｓ＝ｉｎｐ（BASE＋２）； ／* ｓｔｓ：ステータスデータ *／

  ＡＤ・ＤＡ変換部の動作状態（変換中／変換終了・待機中）、および外部割り込み信号の入力
状態を認識する１バイト・データを得ます。

                        表３－８．【BASE＋２】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ         各ビットの機能・意味    ＝１のとき     ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  外部割り込み入力フラグ セット（未読） リセット（読み済み）   ０
Ｂ６  外部割り込み入力              現在状態   ０
Ｂ５  未使用   ０
Ｂ４  未使用   ０
Ｂ３ （ＰＣＩバス上の）ＩＮＴ信号出力   アクティブ  クリア状態   ０
Ｂ２  未使用   ０
Ｂ１ ＤＡ変換データ転送状態      転送中  転送済み（待機中）   ０
Ｂ０ ＡＤ変換フラグ      変換中  変換終了（待機中） ０

《補助説明》

Ｂ７：    外部割り込みを許可した状態で外部割り込み入力ＩＮＴに有効エッジ（３－４項）
        が印加されるとセット（＝１） され、本ステータスポートの読み込み直後にリセット
        （＝０）されます。 ３－４項で説明されているように、この有効エッジで割り込みを
        発生させる以外に、割り込みを使用せず（ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力を禁止し）、
        当ビットを監視して外部イベントの発生に応じた処理を実行するようなプログラムも
          可能です。

Ｂ６：    外部割り込み入力ＩＮＴの現在状態を反映します。  割り込みを禁止した状態では
          汎用の１ビット入力として利用することもできます。

  Ｂ３：    “外部割り込み”と“ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力”が共に許可されているとき
          に外部割り込み信号の指定エッジが入力されるとセット（＝１）されるが、本ステー
          タスポートの読み込みで（Ｂ７のように）自動クリアされることはなく、意識的にク
          リア操作を行う必要があります。【３－４項参照】

  Ｂ１：    ＤＡデータは上位バイト書き込み操作により（先に書き込み・保持された）下位バ
        イトと併せた２バイトが同時にＤＡ変換器の入力ラッチに転送・保持されるのですが、
        この転送期間中だけセット（＝１）されます。 この時間は２.５μｓですが次のＤＡ
          データ書き込み操作禁止期間です。

  Ｂ０：    ＡＤ変換実行中（２４μｓ以内）だけセット（＝１）されます。

                                                      図３－８．ＡＤ・ＤＡ実行操作とステータス・ビット

                 ＤＡ下位データ書き込み操作

                 ＤＡ上位データ書き込み操作

                 ＤＡデータ転送（ビットＢ１）               転送中                   転送中

                 ＡＤ入力選択＆スタート操作

                 ＡＤ変換フラグ（ビットＢ０）                              ＡＤ変換中



31

《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》                                                                3-9. ＡＤデータの読み込み

 3-9. ＡＤデータの読み込み

      ad_low ＝ｉｎｐ（BASE＋0） ； ／* ａｄ＿ｌｏｗ  ：下位８ＢＩＴデータ *／
      ad_high＝ｉｎｐ（BASE＋1） ； ／* ａｄ＿ｈｉｇｈ：上位４ＢＩＴデータ *／

  ＡＤデータは２バイトに分けて読み込みます。（この順番は任意です。）

                 表３－９Ａ．【BASE＋１】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７   無効データ 【注】
Ｂ６     〃  〃   【注】
Ｂ５     〃  〃   【注】
Ｂ４     〃  〃   【注】
Ｂ３   ＡＤデータ  ＡＤＤ11 （MSB：最上位ビット）
Ｂ２     〃  〃    ＡＤＤ10
Ｂ１     〃  〃    ＡＤＤ ９
Ｂ０     〃  〃    ＡＤＤ ８

無効
データ

   【注】  上位バイトデータのビットＢ７～Ｂ４は指定データコード（３-５項）に
         よって定義が変わります。  バイナリのときは：全て＝０となりますが、
         ２の補数が指定されているときは最上位ビットＡＤＤ11（ビットＢ３）と
         同じ値になります。

                 表３－９Ｂ．【BASE＋０】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７   ＡＤデータ  ＡＤＤ ７
Ｂ６     〃  〃    ＡＤＤ ６
Ｂ５     〃  〃    ＡＤＤ ５
Ｂ４     〃  〃    ＡＤＤ ４
Ｂ３     〃  〃    ＡＤＤ ３
Ｂ２     〃  〃    ＡＤＤ ２
Ｂ１     〃  〃    ＡＤＤ １
Ｂ０     〃  〃    ＡＤＤ ０（LSB：最下位ビット）

無効
データ
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3-10. 汎用２ＢＩＴデジタル入出力                                                         《ＭＦＵ-５８３ＰＣＩ》

 3-10. 汎用２ＢＩＴデジタル入出力

       ｄｉｎ＝ｉｎｐ（BASE＋３）；／* din ：２ビット入力（現在値） *／
       ｏｕｔｐ（BASE＋３，dout）；／* dout：２ビット出力（ラッチ） *／

      各入出力ポートの下位２ビットが有効です。

                 表３－１０Ａ．【BASE＋３】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ               各ビットの機能・意味
Ｂ７  未使用
Ｂ６    〃
Ｂ５    〃
Ｂ４    〃
Ｂ３    〃
Ｂ２    〃
Ｂ１ 汎用デジタル入力 Ｄ１（現在値）
Ｂ０ 汎用デジタル入力 Ｄ０（現在値）

                 表３－１０Ｂ．【BASE＋３】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ            各ビットの機能・意味   ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  未使用
Ｂ６    〃
Ｂ５    〃
Ｂ４    〃
Ｂ３    〃
Ｂ２    〃
Ｂ１ 汎用デジタル出力 Ｑ１（ラッチ） 【注１、２】
Ｂ０ 汎用デジタル出力 Ｑ０（ラッチ） 【注１、２】

【注１】  電源投入、またはハードウエア･リセット直後の汎用デジタル出力Ｑ０，Ｑ１は“０”
        ですが、制御部リセット操作（３－３項）ではクリアされません。

 【注２】 汎用デジタル出力Ｑ０，Ｑ１の論理はボード上のスイッチ（ＳＷＰ）により任意に設定
        ことができます。  また出力素子はソケット実装なので、ユーザの都合によって交換する
        こともできます。

              標準出荷時標準出荷時標準出荷時標準出荷時：ＴＴＬレベル・正論理（電源投入直後＝０＝LOW）

     信号レベル  出力素子
標準出荷時標準出荷時標準出荷時標準出荷時 ＴＴＬレベルＴＴＬレベルＴＴＬレベルＴＴＬレベル ７４ＬＳ０４７４ＬＳ０４７４ＬＳ０４７４ＬＳ０４
ユーザオプション オープンコレクタ ７４ＬＳ０７
   〃    〃     〃    〃 ７４ＬＳ０６


